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西川町議会だより 第88号　 23

第６次総実施計画予算をみると（抜粋）

具体的な取り組みが見えない
　初年度予算

　

事
業
の
進
め
方
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
の
計

画
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

町
民
総
が
か
り
で
や
っ
て

い
く
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も

指
摘
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
計
画
は
、
先
の
見

え
な
い
、
町
民
が
頭
に
描

け
な
い
計
画
が
非
常
に
多

か
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
町
民
の
皆

さ
ん
が
頭
に
描
け
る
町
づ

く
り
を
め
ざ
す
。
そ
れ
が

今
回
の
計
画
に
あ
る
「
キ

ラ
リ
月
山
」
だ
。
月
山
は

西
川
町
の
宝
で
あ
り
、
キ

ラ
リ
は
月
山
だ
け
で
な
く

個
人
も
地
域
も
町
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
キ
ラ
リ
と
光
る

も
の
を
持
つ
、
誇
り
を
持

つ
と
い
う
こ
と
も
含
め
た

計
画
だ
。
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
。

ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
対
応
を

総
合
計
画
の
実
施
計

画
も
提
示
さ
れ
た
が
、

６
次
総
を
ス
タ
ー
ト
す
る

と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら
れ

な
い
。　
　
　

　

予
算
額
が
50
億
を
超
え

る
と
い
う
の
は
、
単
に
災

害
復
旧
と
役
場
の
耐
震
化

だ
け
で
は
な
い
の
か
。

ま
ず
は
災
害
復
旧
と

耐
震
化
対
策
だ
。

　

そ
れ
と
併
せ
て
第
５
次

総
の
積
み
残
し
の
部
分
が

あ
る
。
第
５
次
総
が
終

わ
っ
て
、
第
６
次
総
の
出

発
だ
と
い
う
よ
う
に
き
ち

ん
と
線
引
き
が
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
ま
だ
ま
だ

継
続
性
の
あ
る
部
分
も
あ

る
中
で
第
６
次
総
に
踏
み

切
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今

回
の
予
算
に
な
っ
た
。

第
６
次
総
と
５
次
総

の
継
続
を
リ
レ
ー
に

例
え
れ
ば
、
バ
ト
ン
を
受

け
る
人
は
ラ
イ
ン
で
待
っ

て
は
い
な
い
。
次
に
行
く

た
め
に
走
り
出
す
。
そ
こ

に
バ
ト
ン
を
持
っ
た
人
が

駆
け
て
く
る
。
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
で
待
っ
て
い
て
は

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
。

　

職
員
も
人
数
が
少
な
く

て
大
変
だ
ろ
う
が
、
や
は

り
、
水
面
下
で
第
６
次
総

の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た
事

業
を
、
同
時
並
行
に
進
め

な
け
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
感
が

出
て
こ
な
い
。
ぜ
ひ
、
今

後
の
施
策
を
具
現
化
す
る

に
あ
た
っ
て
そ
の
よ
う
な

方
向
で
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。

▲元気な子どもたち「みんな集まれキョウリュウジャー！ 」

モニターの声 第６次総合計画が着実に実行できるようになるといいと思います モニターの声 写真を丸くすると雰囲気が柔らかく感じるのではないですか

▲高齢者大学　趣味も健康づくりのひとつです

示
し
た
と
お
り
だ
。

「
町
長
の
決
意
」も

町
民
の
皆
さ
ん
と
の

検
討
事
項
？

今
後
10
年
間
こ
れ
を

や
る
と
い
う
、
全
体

的
に
も
っ
と
意
欲
の
あ
る

予
算
が
欲
し
か
っ
た
。
ぜ

ひ
、
町
長
の
「
こ
れ
を
や

る
、
こ
う
い
う
方
向
に

持
っ
て
行
く
」
と
い
う
決

意
が
ほ
し
い
。

こ
の
計
画
は
、
行
政

主
導
で
は
な
い
。

　

将
来
が
見
え
な
い
と
い

う
が
、
７
つ
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
と
示
し
て
い
る
。

第６次西川町総合計画
実施計画は示されたけれど

　
予
算
特
別
委
員
会
で

は
、
計
画
の
進
め
方
に

つ
い
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　総
合
計
画
実
施

　予
算
の
目
玉
が

　災
害
復
旧
？

第
６
次
総
の
実
施
に

あ
た
り
、
町
長
の
立

場
と
し
て
、
26
年
度
の
予

算
の
中
で
こ
れ
は
目
玉
と

い
う
も
の
は
何
か
。

目
玉
と
い
う
か
、
予

算
額
と
し
て
は
、
災

害
復
旧
が
最
優
先
だ
と

思
っ
て
い
る
。
あ
と
は
、

少
子
高
齢
化
の
子
ど
も
の

対
策
、
こ
う
い
っ
た
も
の

も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
る
が
、
予
算
に

３月
定 例 会

施　策　名　称 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

西川町版幸福指標の創設 186 0 0

健康寿命の延伸と健康格差縮小 6,531 6,193 5,923

高齢者の住みよい環境づくり 6,935 6,823 7,858

IJUW ターン対策 105 205 1,105

適切な森づくりと再生・施業 470 515 380

木材の活用 105 55 50

地域資源活用型再生エネルギー 1,875 2,379 5,129

自然教育・学習の推進 399 6,714 1,637

女性が社会進出しやすい環境の整備 0 30 30

世界178国の中で日本は90位、47都道府県の中で山形県は19位

暮らしが成り立つ町づくりを急がないと定住はできない

調査だけでなく、実践が大事だ

これまでの取り組みも素晴らしいが、拡大することは大事だ

地域でも町でも女性を登用しないと何も変わらない

町民の意識を高めるなら、同額予算で同じことをやっていてはだめだ

林業の復活が課題だ

高齢者が暮らしやすい町はだれにとっても暮らしやすい町だ。計画は
速やかに進める必要がある

薪ストーブと軽トラ林業だけでは活気づかない。検討が必要だ

単位：万円

　

新
し
い
目
標
を
掲
げ
た
町
づ
く
り
の
初
年
度
と
い
う
重
要
な
時
期
な
の

に
、
今
年
度
の
予
算
か
ら
は
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
対
す
る
意
欲
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

議
会
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画
が
、
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
、
町

民
の
代
表
と
し
て
し
っ
か
り
監
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　平成2６年３月定例会は、３月５日から14日までの10日間
開催されました。
　町からは、平成2５年度一般会計補正予算、平成2６年度各
会計予算の承認を求める案件をはじめ、1件の人事案件、1件
の条例制定、３件の条例改正などが提出されました。
　また2件の請願が提出されましたが継続審査となりました。
　一般質問は６人の議員が８件について行いました。

町長

町長

町長

議員

議員議員

議員
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西川町議会だより 第88号　 45

　

に
伴
い
、
使
用
料
等
を
改
正

　

す
る
た
め
の
条
例　
　
　
　

　
　
　

（
賛
成
８
、
反
対
１
）

☆
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

　

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例

☆
西
川
町
障
害
程
度
区
分
判
定

　

審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を

　

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　
　

２
つ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

　

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

　

る
た
め
の
法
律
の
一
部
改
正

　

に
伴
い
規
定
の
整
備
を
図
る

　

た
め
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

議
会
推
薦
の
農
業
委
員

　

伊
藤　

哲
治　

議
員

　
　
　

（
賛
成
７
、
反
対
１
）

（単位 : 万円）一般会計主な補正予算

役場の防災拠点機能を強化
ベランダに太陽光発電パネル設置

総　額
55億2,700万円

◆一般会計予算の構成

人件費
15.7％
人件費
15.7％

町税
14.5％
町税
14.5％

地方交付税
39.8％
地方交付税
39.8％

繰入金 15.1％繰入金 15.1％

町債 11.3％
（借入金）
町債 11.3％
（借入金）

国庫支出金9.3％
（国からの補助金等）
国庫支出金9.3％
（国からの補助金等）

（基金（積立金）からの繰入）（基金（積立金）からの繰入）

補助金等
13.7％
補助金等
13.7％

物件費（物品購入）
13.7％
物件費（物品購入）
13.7％

維持補修費2.2％維持補修費2.2％

その他 1.3％その他 1.3％その他 4.8％その他 4.8％

歳入 歳出

災害復旧費6.2％災害復旧費6.2％

公債費（借金返済）
12.6％

公債費（借金返済）
12.6％

投資的経費
      29.3％
投資的経費
      29.3％

普通建設費
23.1％
普通建設費
23.1％

県支出金 5.2％
（県からの補助金等）
県支出金5.2％
（県からの補助金等）

繰出金（特別会計、企業会計への支出）7.8％繰出金（特別会計、企業会計への支出）7.8％

扶助費（弱者支援）3.7％扶助費（弱者支援）3.7％

義務的経費32.0％義務的経費32.0％

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
企
業
会
計
に
つ

い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
25

年
度
当
初
比
26.

2
％
増
の

55
億
２
千
700
万
円
と
い
う
増

額
編
成
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

昭
和
48
年
に
建
設
し
た
役

場
庁
舎
の
耐
震
工
事
で
、
構

造
の
軽
量
化
の
他
に
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
に
よ
る

利
便
性
の
向
上
や
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
で
非
常
用
発
電
を

確
保
し
、
防
災
拠
点
機
能
を

強
化
す
る
な
ど
の
事
業
に
５

億
８
千
455
万
円
。

　
「
み
ど
り
団
地
」内
に
※
メ

ゾ
ネ
ッ
ト
式
町
営
住
宅
を
２

棟
10
戸
建
設
す
る
事
業
に
２

億
１
千
535
万
円
。

　

月
山
銘
水
館
周
辺
施
設
を

見
直
し
、
道
の

駅
や
直
売
所
、

観
光
案
内
所
な

ど
の
利
便
性
向

上
を
図
る
取
組

み
の
実
施
計
画

に
１
千
327
万
円
。

▲太陽光発電パネル設置
　予定の庁舎南側

大
井
沢
地
区
水
田
畑
地
化

整
備
事
業
計
画
の
策
定

　　
　

大
井
沢
地
内
の
水
田
5.5　
ｈａ

　

を
畑
地
化
す
る
こ
と
に
よ  

　

り
転
作
作
物
で
あ
る
ソ
バ
、

　

カ
ボ
チ
ャ
、
リ
ン
ド
ウ
の
生

　

産
量
と
品
質
を
向
上
さ
せ
る

　

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

ま
た
、
農
産
物
の
収
穫
や

　

そ
ば
打
ち
の
体
験
等
を
盛
り

　

込
ん
だ
交
流
事
業
を
実
施
し
、

　

地
域
農
業
の
推
進
と
農
村
集

　

落
の
活
性
化
を
は
か
る
た
め
、

　

２
千
300
万
円
の
事
業
費
で
平

　

成
26
・
27
年
度
の
２
年
間
事

　

業
を
実
施
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

町
道
沢
入
線
（
吉
川
地
内
）

道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
一
部
変
更

　
　

設
計
の
一
部
を
変
更
し
て

　

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

　

工
事
請
負
契
約
額
を
５
千
250

　

万
円
か
ら
５
千
79
万
１
千
650

　

円
に
減
額
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
）

条
例
の
設
定
・一
部
改
正

☆
西
川
町
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー

　

設
置
条
例

　
　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

　

び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基

　

づ
く
機
関
と
し
て
設
置
す
る

　

た
め
の
条
例

　
　
　

　
　

（
全
員
賛
成
）

☆
消
費
税
法
等
の
一
部
改
正
に

　

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

　

す
る
条
例

　
　

消
費
税
法
等
の
一
部
改
正

※
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
式

一
戸
の
中
に
2
階
を

有
す
る
間
取
り
が
あ

る
も
の

帳票印刷等 148 木質バイオマス調査事業 △ 200
子ども子育て支援新制度対応システム改修 289 道路台帳補正委託 △ 243
特産品販売システム整備 △ 861 町内会照明灯電気料補助 10
灯油代補助金 200 貫見間沢線急傾斜対策工事 650
介護給付等 △ 232 町道除雪委託 2,150
障害者自立支援費等国への返還金 88 水沢線改良補修 △ 1,200
国保特別会計への繰出金 512 町道改良 1,150
老人福祉センター運営補助（燃料代高騰分） 70 コーポ睦合修繕 28
介護保険特別会計への繰出金 763 町民体育館実施設計等委託 △ 2,765
子宮頸がんワクチン △ 223 町道等災害復旧事業 △ 3,950
病院への繰出金 6,000 公共土木施設災害復旧 18,410
青年就農給付金等 △ 220 農業施設災害復旧 △ 3,000
森林 GIS システム事業 △ 235 林業施設災害復旧 △ 2,651

モニターの声 普段町の動きを知ることができない町民のために、小さなことでも書いてほしい モニターの声 モニターになり、はじめて詳しく読みました。編集の大変さが伝わります

平成25年度
補 正 予 算

　一般会計、特別会計、病院事業会計の補正予算は全員賛成
で可決しました。
　一般会計は、歳入歳出にそれぞれ１億４,340万５千円を
追加し、50億２,351万５千円となりました。

▲

大
井
沢
の
そ
ば
畑

2
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施
設
管
理
委
託

道
の
駅
、
月
山
湖
大
噴
水

等
の
各
施
設
の
委
託
先
と

委
託
費
は
い
く
ら
か
。

道
の
駅
ト
イ
レ
を
19
万
円
、

水
の
文
化
館
を
1
千
200
万

円
、
大
噴
水
打
ち
上
げ
案
内
等

を
432
万
円
で
、
西
川
町
総
合
開

発
㈱
に
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。

　

大
噴
水
の
維
持
管
理
点
検
に

つ
い
て
は
ク
ボ
タ
機
工
㈱
に

１
千
100
万
円
で
委
託
し
て
い
る
。

防
犯
灯
L
E
D
化

防
犯
灯
L
E
D
は
町
民
か

ら
好
評
だ
が
、
世
帯
数
あ

た
り
の
負
担
に
格
差
が
あ
る
。

苦
慮
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
の

で
配
慮
で
き
な
い
か
。

地
区
ご
と
の
人
口
当
た
り

の
負
担
は
違
っ
て
い
る
が
、

そ
こ
ま
で
平
等
な
扱
い
を
す
る

と
電
気
代
の
負
担
ま
で
及
ぶ
。

　

こ
れ
ま
で
の
方
式
と
し
た
い
。

町
民
税
務
課

鉱
山
跡
の
管
理

小
山
鉱
山
（
間
沢
川
地

区
）
創
業
当
時
、
掘
削
し

た
鉱
石
の
重
金
属
を
含
む
残
土

を
山
に
堆
積
し
て
い
る
が
、
松

ヶ
沢
の
堆
積
の
状
況
は
ど
の
よ

う
な
経
過
で
危
険
と
さ
れ
、
今

後
ど
ん
な
対
策
が
必
要
な
の
か
。

東
日
本
大
震
災
後
、
国
が

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
し
て
報

告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
間
沢
川
の
下
流
に
流
れ
る

危
険
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
た

め
、
対
策
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

今
回
は
設
計
管
理
委
託
だ
が
、

予
想
と
し
て
数
千
万
円
の
工
事

費
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

学
校
教
育
課

学
力
向
上
支
援
員
の
配
置

中
学
校
の
学
力
支
援
員
配

置
の
予
算
額
が
17
万
4
千

円
だ
が
、
少
な
く
な
い
の
か
。

支
援
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

先
生
は
部
活
動
も
持
っ
て

い
て
忙
し
い
。
そ
れ
を
補

う
た
め
に
、
夏
休
み
時
に
６
時

間
の
補
習
を
５
回
、
11
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
２
時
間
の
補
修

を
３
回
、
教
員
免
許
の
あ
る
人

に
補
習
授
業
を
行
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
協
会
の
機
能
強
化

今
定
例
会
で「
月
山
朝
日

観
光
協
会
の
あ
り
方
」に

つ
い
て
、議
会
が
事
務
調
査
報

告
を
行
な
っ
た
が
、26
年
度
予
算

に
反
映
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

営
業
職
員
、
事
務
職
員
の

確
保
と
い
う
こ
と
で
460
万

円
計
上
し
て
い
る
。
議
会
か
ら

の
報
告
を
受
け
た
の
で
、
予
算

の
増
額
計
上
等
も
検
討
す
る
。

建
設
水
道
課

公
園
管
理
費

睦
合
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
が
少
な
い
。
今
後
の
利

用
見
通
し
等
内
部
検
討
は
し
て

い
る
の
か
。

睦
合
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利

用
者
は
年
１
件
程
度
だ
。

地
元
か
ら
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
が
出
さ
れ
て
い
る
の

で
、
検
討
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

町
総
合
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

（
月
山
銘
水
館
）
の
維
持
管
理

委
託
料
が
800
万
円
で
あ
り
、

昨
年
度
に
比
べ
て
100
万
円

増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。

電
気
と
灯
油
等
の
燃
料
代

の
値
上
げ
と
消
費
税
分
だ
。

商
工
観
光
課

就
労
支
援

新
規
学
卒
で
あ
る
町
民
が

町
内
企
業
に
就
職
し
た
場

合
は
10
万
円
、
町
内
に
住
所
を

有
し
な
が
ら
町
外
に
就
職
し
た

場
合
は
３
万
円
支
給
す
る
と
し

て
い
る
が
、
町
外
就
職
も
10
万

円
に
で
き
な
い
か
。

町
内
雇
用
促
進
の
観
点
か

ら
差
を
つ
け
た
。

　

産
業
振
興
課

人
・
農
地
プ
ラ
ン

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
係
る
予

算
が
多
額
に
な
っ
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
。

新
規
就
農
給
付
金
が
一
人
年

額
150
万
円
×
３
人
で
450
万
円

計
上
し
て
い
る
か
ら
だ
。
地
図
な

ど
の
作
成
経
費
は
30
万
円
だ
。

豪
雨
災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
事
業
は
、
26
年
度

に
完
了
で
き
な
い
場
合
は
、

27
年
度
に
繰
り
越
し
で
き
る
の
か
。

春
に
確
認
し
て
追
加
が
あ
れ

ば
、
一
緒
に
手
掛
け
る
。
26

年
度
に
完
了
し
な
い
場
合
は
繰
り

越
す
。

興
課
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

関
連
各
課
と
連
携
は
図
ら
れ
て
い

る
か
。受

け
入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。
縦
割
り
で
は

不
親
切
だ
。
教
育
や
医
療
、
産
業

な
ど
、
連
携
の
あ
る
対
応
を
し
た

い
。

健
康
福
祉
課

温
泉
の
無
料
開
放

月
２
回
行
う
無
料
開
放
は
ど

こ
の
温
泉
で
、
だ
れ
が
対
象

に
な
る
の
か
。
利
用
人
数
の
確
認

は
行
う
の
か
。

海
味
、
水
沢
、
大
井
沢
、
志

津
の
各
温
泉
を
、
町
民
の
方

は
無
料
に
す
る
。
利
用
に
あ
た
っ

て
は
地
区
名
、
氏
名
の
記
入
程
度

に
し
た
い
が
、
具
体
的
な
方
法
は

今
後
詰
め
て
い
く
。

　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
、
５
日
間
に
わ

た
り
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
す

べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
の
中
の
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
課

避
難
所
の
備
蓄
物
資

避
難
所
へ
の
備
蓄
用
ア
ル
フ

ァ
米
と
備
蓄
物
資
の
配
分
先

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

決
ま
っ
て
い
な
い
。
最
大

避
難
者
550
名
を
想
定
し
550

食
を
準
備
し
た
。
備
蓄
品
は
、
日

赤
か
ら
の
毛
布
等
が
あ
る
。
土ど

嚢の
う

袋
は
希
望
す
る
地
区
に
配
布

し
た
い
。

災
害
の
た
め
の
活
動

補
助
金

山
岳
遭
難
救
助
の
日
当
５
千

円
は
少
な
く
な
い
か
。
ま
た
、

装
備
品
は
個
人
で
準
備
し
て
い
る

が
、
町
で
準
備
す
る
必
要
は
な
い

の
か
。活

動
補
助
金
の
増
額
が
い
い

の
か
、
装
備
品
の
対
応
が
い

い
の
か
来
年
度
検
討
し
た
い
。

政
策
推
進
課

町
制
施
行
60
周
年
記
念

町
報
の
縮
刷
版
は
、
注
文
を

受
け
て
販
売
す
る
の
か
。
ま

た
、
販
売
価
格
は
い
く
ら
か
。

注
文
を
取
り
１
部
３
千
円
で

販
売
す
る
予
定
だ
。印
刷
代
は

１
部
９
千
円
ほ
ど
に
な
る
予
定
だ
。

移
住
者
の
受
入
れ

農
業
を
し
た
い
人
が
空
き
家

を
利
用
す
る
場
合
は
産
業
振

平成26年度の予算を
審査しました

答

答答

答答

答答

問問

問

問問問

問

答答

答答

答

答 答

答

問

問 問

問

問

問

問

問

モニターの声 質疑応答が簡潔にまとめてあり読みやすい モニターの声 質問した人と回答した人の氏名は書いた方がいいと思う

▲

ア
ル
フ
ァ
米

▲

L
E
D
化
が
進
む
町
内
の
街
灯
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６
人
の
一
般
質
問

6人の議員が、次のことについて一般質問を行いました。
議会だよりには、１議員１項目のみの掲載となりますので、詳しくは
町のホームページの中にある３月定例会録画中継をご覧ください。

一 般 質 問

伊藤　哲治　議員　◆平成 26 年度当初予算と第６次総合計画の関連            
　　　　　　　　　　 について基本的考え方を問う
宮林　昌弘　議員　◆第６次総合計画の重要事業と実践体制づくりをど
　　　　　　　　　　う進めるのか
奥山　敏行　議員　◆計画的財政運営と健全化対策と実行力のある組織整備
　　　　　　　　　◆大江町・朝日町・西川町連携で山岳観光の発信を
飯野　咲子　議員　◆西川町の保健医療福祉施設について
　　　　　　　　　◆西川町非常備消防団について
佐藤　耕二　議員　◆雪対策と危機管理について
横山　　修　議員　◆地域資源活用型再生可能エネルギーを積極的に
　　　　　　　　　　いかすべき

①　

生
活
環
境
や
、

存
続
で
き
る
地
域
環

境
の
整
備
、
所
得
の
確
保
、

若
者
に
夢
を
、
女
性
の
力

の
活
用
、
自
治
体
経
営
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
解
決

に
向
け
た
方
向
性
と
手
立

て
を
第
６
次
総
で
述
べ
て

い
る
。

②　

厳
し
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
豪
雨
災
害
復
旧
を

早
急
に
行
う
。
役
場
庁
舎

の
耐
震
化
と
改
修
工
事
、

町
営
住
宅
建
設
等
は
計
画

的
に
予
定
し
て
き
た
も
の

で
あ
り
財
源
確
保
を
図
っ

て
き
た
事
業
だ
。

③　

計
画
初
年
度
で
あ
り
、

重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
３
つ
の

町
民
運
動
の
展
開
を
開
始

す
る
た
め
に
、

町
づ
く
り
基
本

条
例
の
制
定
、

西
川
版
幸
福
指

標
の
創
設
、
現

役
80
代
宣
言
を

行
な
っ
て
い
く
。

①　

第
５
次
総
合
計

画
の
終
了
に
伴
い
、

積
み
残
さ
れ
た
多
く
の
課

題
を
ど
の
よ
う
に
整
理
・

総
括
し
、
今
後
の
町
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

②　

26
年
度
予
算
、
財
政

が
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

前
年
よ
り
26.

2
％
に
上

る
大
幅
な
増
額
予
算
を
組

ん
だ
意
図
は
何
か
。
ど
ん

な
施
策
に
優
先
的
に
取
り

組
む
の
か
。

③　

第
６
次
総
合
計
画

「
キ
ラ
リ
月
山
・
健
康
、

元
気
、
に
し
か
わ
」
の
目

標
実
現
の
初
年
度
と
し
て

位
置
づ
け
予
算
を
編
成
し

た
と
あ
る
が
、
各
種
施
策

を
具
体
的
に
ど
う
展
開
す

る
の
か
。

問

答

総合
計画

26 年度予算と総合計画の
関連の基本的考え方は

計画初年度であり、重要な位置づけにある町長伊藤　哲治　議員

▲6次産業の取り組み
　原料も加工も町内産のパスタ

生
涯
学
習
課

町
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

町
史
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

作
成
に
当
た
り
誰
に
で

も
販
売
で
き
て
、
観
光
面
で
も

い
か
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。

郷
土
史
調
査
員
に
、
小

中
学
生
が
学
習
で
き
る

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
も
ら
う

予
定
だ
。
寒
河
江
市
で
は
す
で

に
作
成
し
て
い
る
の
で
、
参
考

に
し
た
い
。
史
実
を
し
っ
か
り

伝
え
る
こ
と
で
、
観
光
に
も
使

え
る
と
思
う
。

集
会
施
設
の
整
備

公
民
館
改
修
工
事
へ
の

補
助
を
３
分
の
１
か
ら

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
た
が
、

今
後
は
こ
の
補
助
率
で
行
く
の

か
。
ま
た
、
県
等
の
補
助
金
が

入
っ
た
場
合
で
も
町
で
補
助
す

る
の
か
。

今
後
は
規
定
を
改
正
し
て

２
分
の
１
と
す
る
。

　

他
の
補
助
金
が
入
っ
て
も
町

が
費
用
を
負
担
し
た
例
が
あ
る
。

有
利
な
補
助
事
業
を
見
つ
け
な

が
ら
実
施
し
た
い
。

病
院
事
業
会
計

病
院
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

病
院
施
設
内
の
薬
局
を
２

階
に
移
動
す
る
こ
と
や
、

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
つ
く

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ト

イ
レ
は
何
か
所
つ
く
る
予
定
か
。

薬
局
を
２
階
に
移
動
し
て

待
合
室
を
広
く
す
る
。
ト

イ
レ
は
、
１
階
と
２
階
に
つ
く

る
予
定
だ
。

２
階
に
薬
局
と
ト
イ
レ
を

つ
く
る
こ
と
で
、
病
床
数

を
８
床
減
ら
し
て
43
床
に
す
る

計
画
の
よ
う
だ
が
、
補
助
金
等

は
減
額
に
な
る
の
か
。

地
方
交
付
税
等
が
、
１
床

あ
た
り
50
～
60
万
円
の
計

算
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
総
額

で
約
480
万
円
ほ
ど
減
額
に
な
る
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

水
道
使
用
料

使
用
料
が
69
万
１
千
円
増

え
て
い
る
が
、
理
由
は
何

か
。

　

簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い
る

戸
数
と
利
用
者
の
負
担
額
は
。

増
額
は
、
消
費
税
の
増
を

見
込
ん
だ
も
の
だ
。
利
用

戸
数
324
戸
で
、
１
か
月
あ
た
り

の
使
用
料
平
均
額
は
３
千
804
円

だ
。

公
共
下
水
道
会
計

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰

入
金
が
入
っ
て
い
る
が
、

下
水
道
へ
の
加
入
戸
数
と
加
入

率
は
。加

入
戸
数
は
720
件
、
加
入

率
72.

2
％
と
な
っ
て
い

る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

金
が
１
千
836
万
３
千
円
増

え
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
人
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
増
え

た
の
か
。

利
用
者
は
平
成
25
年
度
当

初
の
103
人
か
ら
年
度
末
に

は
117
人
に
な
り
、
利
用
件
数
は

昨
年
よ
り
300
回
以
上
増
え
て
い

る
。特

別
給
付

介
護
用
品
の
支
給
や
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
等
の
特
別
給
付

に
は
国
県
等
か
ら
の
助
成
は
あ

る
の
か
。

特
別
給
付
は
町
の
単
独
事

業
だ
。
県
内
で
は
３
町
村

の
み
が
実
施
し
て
お
り
、
国
県

か
ら
の
支
援
は
な
い
。

答

答

答答

答

答答

答

問

問

問

問

問問

問

問

▲ 薬局は2階病棟に移転します

モニターの声 質問の目的がひと目でわかりとても良い モニターの声 これからも町立病院は続けてほしいです
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

①　

降
雪
の
状
況
や
圧

雪
の
状
況
に
も
よ
る
が
、

玄
関
前
に
雪
を
残
さ
な
い
、

や
さ
し
い
除
雪
を
心
が
け
て

い
る
。

　

流
雪
溝
の
整
備
や
高
齢
者

世
帯
等
の
除
雪
支
援
も
含
め
、

総
合
的
な
雪
処
理
に
つ
い
て

検
討
し
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　

雪
下
ろ
し
だ
け
で
な
く
除

排
雪
も
補
助
対
象
と
し
て
い

る
が
、
手
作
業
分
の
単
価
だ
。

重
機
使
用
に
対
す
る
補
助
制

度
は
な
い
の
で
各
地
区
の
実

態
を
捉
え
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

②　

国
道
維
持
出
張
所
か
ら

報
告
を
受
け
た
が
、
住
民
の

生
命
に
関
わ
る
緊
急
性
は
な

い
と
判
断
し
た
の
で
特
段
、

住
民
へ
の
周
知
は
し
な
か
っ

た
。

７
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

運
営
体
制
は
、
副
町
長
を

ト
ッ
プ
に
関
係
課
長
等
で

構
成
し
、
目
標
達
成
の
た

め
の
主
要
事
業
の
進
み
具

合
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

　

必
要
に
応
じ
て
総
合
政

策
審
議
会
委
員
の
専
門
的

な
指
導
も
受
け
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

　

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン

戦
略
会
議
は
、
今
年
度
の

設
置
予
定
は
な
い
が
、
ま

ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
の
情

報
発
信
は
、
ま
ち
づ
く
り

施
策
の
う
え
で
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
捉

え
て
お
り
、
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
中

で
い
か
し
て
い

く
。

　

ま
ち
づ
く
り

は
、
よ
り
多
く

の
町
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う

に
す
る
。

①　

最
大
の
課
題
は

定
住
人
口
の
維
持
だ
。

そ
の
た
め
に
、
「
み
ん
な

が
主
役
・
ま
ち
自
慢
・
現

役
延
長
」
の
３
つ
の
町
民

運
動
を
提
唱
し
、
事
業
展

開
を
行
う
。

②　

職
員
は
、
政
策
課
題

の
解
決
が
で
き
る
実
行
力

を
養
成
し
、
退
職
者
の
再

任
用
も
行
う
。
丁
寧
に
協

働
の
町
づ
く
り
体
制
を
整

備
し
て
い
く
。

③　

第
６
次
総
で
指
導
助

言
を
し
て
も
ら
っ
た
有
識

者
に
は
引
続
き
お
願
い
す

る
。
同
時
に
、
実
践
的
観

点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

得
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す

る
。

④　

地
域
づ
く

り
計
画
は
あ
く

ま
で
も
地
域
が

主
体
的
に
実
施

し
て
い
く
計
画

だ
が
、
要
望
事

項
等
も
あ
る
の

で
、
毎
年
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
て

行
政
施
策
に
反

映
し
て
い
く
。

第
６
次
総
合
計
画
の

基
本
計
画
の
中
に
あ

る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
政
策
推
進
」

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。
ま
た
、
「
ま
ち
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
戦
略
会
議
設

置
」
は
ど
の
く
ら
い
の
期

間
で
立
ち
上
げ
、
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。
町
は

ど
の
よ
う
に
リ
ー
ド
し
て

い
く
の
か
。
進
め
る
中
で
、

総
合
政
策
審
議
会
の
学
識

経
験
者
か
ら
だ
け
で
な
く
、

民
間
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
方
か
ら
の
意
見
も
取
り

上
げ
て
、
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
。

第
６
次
総
が
夢
物
語

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

重
要
事
業
と
実
施
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
、

①　

本
町
の
政
策
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
産
業
振
興
と
雇
用

創
出
、
所
得
確
保
対
策
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

②　

職
員
の
新
旧
交
代
期

で
あ
り
、
即
戦
力
と
実
行

力
養
成
と
協
働
の
町
づ
く

り
体
制
を
ど
う
進
め
る
か
。

③　

７
つ
の
主
要
事
業
の

推
進
に
あ
た
り
、
専
門
家

の
実
務
指
導
と
産
官
学
連

携
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

④　

地
域
づ
く
り
計
画
と

町
づ
く
り
の
連
動
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

問

問

答

答

総合
計画

重要事業と実施体制
づくりをどうするのか

丁寧に協働の町づくり体制を整備していく町長

奥山　敏行　議員

宮林　昌弘　議員

総合
計画

『キラリ月山』の
　　町づくりデザインは

各プロジェクトを推進する中でいかしていく町長

消
防
団
員
は
277
人
で
、

定
数
よ
り
不
足
し
て

い
る
。

　

団
員
報
酬
は
、
団
員
１

万
６
千
円
、
班
長
２
万
９

千
円
、
部
長
５
万
５
千
円
、

分
団
長
７
万
円
、
団
長
17

万
５
千
円
で
、
平
均
２
万

１
千
６
百
円
と
な
る
。
ま

た
、
出
動
手
当
て
は
１
回

１
千
２
百
円
、
大
会
訓
練

手
当
て
は
分
団
一
部
あ
た

り
10
万
円
、
そ
の
他
退
職

手
当
、
指
導
手
当
、
共
済

負
担
金
な
ど
が
あ
る
。
報

酬
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町

を
参
考
に
定
め
て
い
る
。

　

団
員
の
確
保
対
策
は
報

酬
も
あ
る
と
は
思
う
が
、

郷
土
愛
精
神
の
醸
成
と
魅

力
あ
る
団
活
動

が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
今
後

と
も
地
域
の

方
々
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い

く
。

消
防
団
の
定
数
は
300

人
で
あ
る
が
、
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

団
員
の
活
動
は
、
消
火

活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
震
や
風
水
害
、
が
け
崩

れ
等
の
災
害
活
動
、
消
火

器
の
講
習
、
火
の
用
心
や

災
害
に
対
す
る
広
報
活
動

な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
維
持
、
振
興
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

団
員
の
年
額
報
酬
は

１
万
６
千
円
だ
が
、
地
方

交
付
税
に
措
置
さ
れ
て
い

る
額
は
３
万
６
千
５
百
円

だ
。
成
り
手
の
減
少
も
あ

り
、
報
酬
引
き
上
げ
を
実

現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

答
▲救急救命研修会

問

答

消防団 消防団員報酬の
　　　　　引き上げを

報酬は近隣市町を参考に定めている町長

雪対策 高齢者の暮らしを守る
　　　　やさしい除雪を

実態を捉えながら検討したい町長

飯野　咲子　議員

佐藤　耕二　議員

①　

町
民
が
西

川
町
に
長
く
住

み
続
け
る
た
め
に
は
、

雪
対
策
が
重
要
な
課

題
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
公
道
の
除
雪
の

時
に
、
玄
関
先
に
雪

の
か
た
ま
り
を
置
か

な
い
な
ど
の
や
さ
し

い
除
雪
体
制
を
と
る

べ
き
だ
。

　

ま
た
、
高
齢
者
等

の
家
の
周
り
の
雪
片

付
け
に
重
機
を
使
用

し
た
時
は
、
雪
お
ろ

し
と
同
様
に
半
額
助

成
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。
き
め

細
か
な
雪
対
策
を
。

②　

２
月
９
日
に
国

道
112
号
線
で
雪
崩
が

発
生
し
、
通
行
止
め

に
な
っ
た
が
、
町
の

危
機
管
理
と
し
て
の

対
応
は
。

▲

３
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
続
く
除
雪

▲ケーシーフレーム㈱社長から
話を聞く産業建設常任委員

▲復活された三山音頭

モニターの声 顔写真はもっと大きい方がいいと思う モニターの声 写真はカラーがいいと思う
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い
ま
し
た
が
、
３
月
の
説
明

で
は
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
の
屋
上
に
増
設
す
る
こ
と

な
ど
も
検
討
し
て
い
る
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

議
会
の
対
応

　

町
の
説
明
を
受
け
、
体
育

館
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
老
朽

化
も
あ
り
、
急
ぎ
検
討
が
必

要
な
状
況
で
し
た
。

　

財
政
面
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
よ
り
良
い
方
法
を
総
合

的
に
判
断
す
る
た
め
に
、
総

務
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
直

ち
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

６
人
の
一
般
質
問

①　

平
成
12
年
の
小

水
力
発
電
は
経
費
の

観
点
か
ら
断
念
。
平
成
17

年
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
環
と
し
て
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
が
施

設
整
備
の
補
助
を
受
け
る

前
提
条
件
だ
っ
た
の
で
策

定
し
た
。
当
時
、
町
内
の

清
掃
業
者
が
、
廃
食
油
を

業
務
車
両
の
燃
料
に
使
用

す
る
こ
と
で
補
助
を
受
け

た
が
、
エ
ン
ジ
ン
の
故
障

や
冬
期
は
低
温
で
精
製
が

で
き
な
い
な
ど
で
、
平
成

24
年
度
で
中
止
し
た
。
調

査
費
用
は
、
合
計
で

１
千
400
万
円
。
う
ち
補
助

金
が
900
万
円
。

②　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
興

し
に
取
り
組
み
た

い
。

③　

県
の
事
業
は
、

積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
。

①　

町
は
、
平
成
12

年
か
ら
数
年
か
け
て

小
水
力
発
電
の
調
査
を
行

い
、
平
成
17
年
度
に
は
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
た
。
そ
の
後
も
調

査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
言
わ
れ
る
地
域
資
源
活

用
型
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
用
化
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
調
査
に
要

し
た
経
費
は
い
く
ら
か
。

②　

今
後
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
実
用
化
す
る
の

か
。
そ
の
際
ど
の
資
源
を

重
点
と
す
る
の
か
。

③　

県
の
「
森も

り林
ノ
ミ
ク

ス
」
宣
言
に
対
し
て
、
町

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

問

答

新エネ
ルギー

再生可能エネルギーを
　　積極的にいかすべき

木質バイオマスエネルギー産業興しに取り組みたい町長 横山　修　議員

▲最上町の木質バイオマスボイラー

議会の動き議会の動き
議
会
全
員
協
議
会

■
１
月
14
日　

今
後
の
議
会
活
動

■
２
月
17
日　

平
成
26
年
度
予
算
案

■
３
月
11
日　

総
合
計
画
実
施
計
画
等

議
会
運
営
委
員
会

■
２
月
21
日　

第
１
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
１
月
14
日　

事
務
調
査
「
町
立
病
院
経
営
」

■
２
月
７
日　

事
務
調
査
「
高
齢
者
住
宅
建
設
」

■
３
月
12
日　

請
願
審
査

■
３
月
27
日　

事
務
調
査
「
町
民
体
育
館
現
地
確
認
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
１
月
14
日　

事
務
調
査
の
進
め
方

■
１
月
27
日　

事
務
調
査
「
月
山
銘
水
館
周
辺
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

■
２
月
12
日　

町
内
企
業
訪
問「
㈲
玉
谷
製
麺
所・ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム
㈱
」

■
３
月
12
日　

請
願
審
査

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
３
月
12
日　

レ
イ
ア
ウ
ト
会
議

■
３
月
20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

■
３
月
28
日　

議
会
だ
よ
り
第
１
回
校
正

■
４
月
２
日　

議
会
だ
よ
り
第
２
回
校
正

■
４
月
４
日　

議
会
だ
よ
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導

■
４
月
８
日　

議
会
だ
よ
り
第
３
回
校
正

◆
平
成
26
年
３
月

　

３
月
11
日
に
資
料
提
出
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新

築
工
事
の
金
額
は
13
億
円
を

超
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
の
体
育
館
新

築
案
で
は
隣
接
し
て
多
目
的

施
設
（
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
）
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

◆
平
成
25
年
９
月

　

体
育
館
新
築
の
基
本
設
計

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
資
材

の
高
騰
な
ど
を
理
由
に
９
億

円
と
い
う
金
額
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
９
億
円
に

は
付
帯
工
事
や
消
費
税
の
ア

ッ
プ
分
等
が
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

議
会
で
は
、
面
積
や
金
額

が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
総
合

的
に
検
討
で
き
る
資
料

の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　

町
は
、
町
民
体
育
館
の
耐

震
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
議
会
に
対
す

る
説
明
と
対
応
の
経
過
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
平
成
23
年
12
月

　

体
育
館
の
新
築
が
５
億
２

千
万
円
、
耐
震
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
（
補
強
改
修
）
が
５
億
５

千
万
円
で
あ
っ
た
の
で
、
議

会
で
は
新
築
の
方
向
性
が
妥

当
だ
ろ
う
と
い
う
結
論
に
達

し
、
25
年
度
の
予
算
で
設
計

委
託
料
の
３
千
300
万
円
を
可

決
し
ま
し
た
。

追跡調査
町民体育館の検討状況を追う

part ❺

▲町民体育館

▲はがれ落ちている壁面

▲トタンの一部が落下
　しそうな屋根町民体育館建設に係る総合検討表

平成 23 年12 月の説明

平成 26 年 3 月の説明

階数 面積　㎡ 全体事業費 うち一般財源

耐震リニューアル ３階 3,406 5 億 5,069 万円 1 億 9,259 万円

新　　築 ２階 2,595 5 億 2,595 万円 5,793 万円

階数 面積　㎡ 全体事業費 うち一般財源 構　造

耐震リニューアル ３階 3,406 6 億　426 万円 2 億 4,494 万円   

新　　築 ２階 3,362 

13 億　894 万円 8 億　 292 万円    鉄筋コンクリート

18 億 3,541 万円 12 億 3,541 万円 一部木造

28 億 9,932 万円 22 億 9,932 万円 全木造

モニターの声 たまには、町民の立場に立った町政批判があってもいいのではないか モニターの声 委員会の活動はあまり分からないと思うので、もっと詳しく書いてはどうか
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平
成
25
年
度
は
、
医
師
が
１

名
減
と
な
っ
た
こ
と
で
、
総
合

診
療
科
体
制
で
運
営
を
行
な
っ

た
が
、
外
来
と
入
院
の
患
者
数

は
昨
年
よ
り
減
少
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
向
け
た
医
師

の
確
保
と
病
院
経
営
改
善
の
努

力
は
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
病

院
に
対
し
て
町
民
か
ら
苦
情
や

要
望
等
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
声
に

耳
を
傾
け
、
町
民
の
掛
か
り
つ

け
の
病
院
と
し
て
、
ま
た
救
急

病
院
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
体
制

や
運
営
の
強
化
を
望
む
。

　

ま
た
、
小
児
科
は
西
村
山
地

区
で
は
数
少
な
く
、
夜
間
は
山

形
市
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
問
題
は
西
川
町
だ

け
で
解
決
で
き
な
い
の
で
、
広

域
的
に
連
携
を
図
っ
た
小
児
科

の
医
療
体
制
の
確
立
が
望
ま
れ

る
。

　

西
川
町
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
小
学
校
も
１
校
に
な
っ
た
こ

と
で
、
町
の
特
性
を
い
か
し
た

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い

る
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
体
制
に
は
、

施
設
一
体
型
、
併
設
型
、
分
離

型
が
あ
り
、
本
町
は
分
離
型
と

な
る
。
昨
年
10
月
に
長
野
県
信

濃
町
の
信
濃
小
中
学
校
を
視
察

し
た
が
、
施
設
一
体
型
の
一
貫

教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
に

は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
年
々

出
生
者
数
が
減
少
し
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
施
設
一
体
型
も
十

分
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　

町
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要

な
観
光
産
業
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
観
光
行
政
を
担
う
行
政

組
織
体
制
と
、
民
間
活
力
を
高

め
る
た
め
の
観
光
協
会
組
織
体

制
の
在
り
方
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

観
光
協
会
の
事
務
局
を
町
の

職
員
が
兼
務
し
て
お
り
、
行
政

と
民
間
の
役
割
が
混
同
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
や

観
光
エ
リ
ア
の
整
備
な
ど
を
進

め
な
が
ら
民
間
支
援
を
行
う
行

政
の
役
割
と
、
営
業
活
動
に
直

結
す
る
誘
客
拡
大
の
た
め
の
活

動
を
行
う
民
間
組
織
で
あ
る
観

光
協
会
の
役
割
は
本
質
が
異
な

る
の
で
、
活
動
を
分
離
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

①
観
光
事
業
の
整
理

　

行
政
と
観
光
協
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
沿
っ
た
活
動
を
す

る
た
め
に
、
事
業
の
分
離
を
目

的
と
し
た
整
理
作
業
を
速
や
か

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
町
職
員
の
兼
務
体
制
の
見
直
し

　
観
光
協
会
の
事
務
局
長
を
商

工
観
光
課
長
が
兼
務
し
て
き
た

が
、
課
長
の
在
任
期
間
は
短
い
。

　

観
光
協
会
の
安
定
し
た
事
業

運
営
の
観
点
か
ら
、
事
務
局
長

は
観
光
協
会
職
員
の
就
任
が
望

ま
し
い
。

　

ま
た
、
商
工
観
光
課
の
全
職

員
が
、
観
光
協
会
事
務
局
員
と

し
て
兼
務
発
令
を
受
け
て
い
る

が
、
町
と
全
く
同
一
化
し
た
組

織
体
制
で
は
、
観
光
協
会
会
員

の
自
立
性
や
観
光
協
会
の
主
体

的
な
活
動
を
阻
害
す
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
兼
務
体
制
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
観
光
案
内
窓
口
と
観
光
協
会

　
事
務
所
の
設
置
場
所

　

お
客
様
へ
の
的
確
な
情
報
の

提
供
や
観
光
の
提
案
を
す
る
た

め
に
は
、
観
光
施
設
の
情
報
だ

け
で
な
く
、
町
の
農
林
業
や
歴

史
、
人
物
な
ど
を
も
含
め
た
観

光
資
源
に
関
す
る
情
報
を
有
す

る
人
材
が
必
要
で
あ
る
の
で
、

長
く
勤
務
で
き
る
人
材
の
確
保

が
望
ま
し
い
。

　

ま
た
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
、

観
光
案
内
所
は
立
ち
寄
り
や
す

い
場
所
に
設
置
す
べ
き
で
あ
り
、

観
光
協
会
の
事
務
所
は
観
光
案

内
所
と
同
じ
場
所
に
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

④
観
光
協
会
の
運
営
に
係
る
予
算

　

観
光
協
会
の
運
営
に
係
る
費

用
は
協
会
が
調
達
す
る
こ
と
が

本
来
の
姿
で
は
あ
る
が
、
独
立

し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
は
、
町
が
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
。

常任委員　会の活動

事務調査報告を議 会で行いました産業建設
常任委員会

総務厚生
常任委員会

１．町立病院の診療体制
２．小中一貫教育の現状

１．月山朝日観光協会のあり方

▲築30年目となる西川中学校校舎
役場2階にある　 　　　　　　　
行政と一体化している観光協会

▲

　

町
が
昨
年
２
月
に
検
討

を
終
了
す
る
と
し
て
い
た

高
齢
者
住
宅
建
設
基
本
方

針
に
つ
い
て
、
総
務
厚
生

常
任
委
員
会
で
調
査
し
た

結
果
、
進
め
方
に
問
題
が

あ
っ
た
た
め
に
、
昨
年
２

月
に
議
会
の
総
意
と
し
て

８
項
目
に
つ
い
て
検
討
す

る
よ
う
に
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
11
日
に
、
議

会
に
方
針
の
説
明
が
あ
り
、

確
認
し
た
結
果
、
ニ
ー
ズ

調
査
の
実
施
や
生
活
相
談

員
の
常
駐
、
食
事
の
提
供
、

趣
味
や
生
き
が
い
活
動
の

支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
な
ど
、
昨
年
議
会
が
申

し
入
れ
を
し
た
８
項
目
全

て
が
検
討
さ
れ
、
い
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
住
宅
は
、
２
階

建
て
24
室
で
、
工
事
の
着

工
は
平
成
27
年
度
に
行
い
、

28
年
度
に
は
入
居
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
住
宅
の
建
設

町
立
病
院
の
診
療
体
制

及
び
経
営
状
況
と
今
後

の
対
応

　

小
中
一
貫
教
育
の

　

現
状

調
査
の
目
的

調
査
の
結
果
と
意
見

モニターの声 写真はもっと多いほうがいいと思う モニターの声 １～９学年の学校、想像するだけでワクワクしますね
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《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　
　

長　

井
場　

榮
治

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　

横
山　
　

修

　

副
委
員
長　

佐
藤　

耕
二

　

委　
　

員　

伊
藤　

哲
治

　

委　
　

員　

佐
藤　

幸
吉

　

今
年
の
冬
は
４
年
連
続
の
大
雪

と
な
っ
た
。
し
か
し
昨
年
ま
で
の

よ
う
に
毎
日
が
連
続
し
た
雪
降
り

と
は
違
い
、
今
年
の
雪
は
少
し
や

さ
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

朝
庭
先
に
出
て
、
今
日
は
除
雪
の

必
要
が
な
い
と
な
る
と
得
し
た
気

分
に
な
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
最
高
積
雪
は
、

海
味
で
１１2
㎝
、
志
津
で
52８
㎝
と
雪

国
の
厳
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

日
本
一
と
思
わ
れ
る
道
路
の
除

雪
体
制
に
加
え
、
冬
の
暮
ら
し
を

快
適
に
す
る
た
め
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
充
実
し
、
特
に
高

齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
体
制
が
で

き
て
い
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　

「
お
た
が
い
さ
ま
」
の
こ
こ
ろ

が
地
域
を
守
る
力
に
な
る
こ
と
の

大
切
さ
と
、
議
会
と
し
て
の
役
割

の
大
き
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
幸
吉
）

　

議
会
だ
よ
り
第
85
号
が
山
形

県
町
村
議
長
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
選
し
ま
し
た
。
２
年
連

続
の
入
賞
と
な
り
ま
す
。

　

 

◆
特
選     　

庄
内
町
議
会

　

 

◆
入
選
一
席
川
西
町
議
会

二
席
西
川
町
議
会

三
席
山
辺
町
議
会

四
席
大
石
田
町
議
会

五
席
金
山
町
議
会

　　

議
会
だ
よ
り
は
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど
多
く
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
よ
い
広
報
誌

と
な
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
　後
　集
　記

次回定例会は
6月です

皆さん傍聴して
みませんか
インターネットでも
ご覧いただけます

議会へのおさそい

平
成

26年
4月

１5日
発

行
88号

▲緊張したぁ▲仲間との最後の合唱

▲卒業後もがんばります

▲

入
選
し
た
第
85
号

▲また会おうね

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

審査結果

入選

発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

モニターの声 若い人シリーズは、いろいろな団体の活動がわかってよいと思います

卒
業
式

西
川
中
学
校
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